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平成平成平成平成２２２２４４４４年第年第年第年第１１１１回東濃西部広域行政事務組合議会定例会会議録回東濃西部広域行政事務組合議会定例会会議録回東濃西部広域行政事務組合議会定例会会議録回東濃西部広域行政事務組合議会定例会会議録    

 

議事日程 

平成２４年１月３１日（火曜日）午後１時３５分開議 多治見市役所 全員協議会室 

 

本日の会議に付した事件 

 議事日程のとおり 

出席議員（８名） 

２番 多治見市議会議員  石田 浩司 

３番 多治見市議会議員  松浦 利実 

４番 瑞浪市議会議長  成重 隆志 

５番 瑞浪市議会議員  大島 正弘 

６番 瑞浪市議会議員  成瀬 徳夫 

７番 土岐市議会議長  楓  博元 

８番 土岐市議会議員  髙井 由美子 

９番 土岐市議会議員  宮地 順造 

 

欠席議員（１名） 

１番 多治見市議会議長  若尾 靖男 

 

執行部の出席者（１２名） 

管理者 多治見市長  古川 雅典 

副管理者 瑞浪市長  水野 光二 

副管理者 土岐市長  加藤 靖也 

参事 多治見市副市長  木股 信雄 

会計管理者 多治見市会計管理者  平井 純子 

事務局長   柚木﨑 宏 

総務企画課係長   鈴木 友恵 

総務企画課主査   柴田 貴紀 

総務企画課   深萱 美智子 

総務企画課   奥村 美穂 

東濃看護専門学校事務長  松原 孝幸 

東濃西部少年センター所長  石原 憲 

                                            

第 １ 会議録署名議員の指名 

第 ２ 会期の決定 

第 ３ 議第 １ 号 平成２３年度東濃西部広域行政事務組合一般会計補正予算（第１号） 

第 ４ 議第 ２ 号 平成２３年度東濃西部ふるさと活性化基金特別会計補正予算（第２号） 

第 ５ 議第 ３ 号 平成２３年度東濃看護専門学校事業特別会計補正予算（第１号） 

第 ６ 議第 ４ 号 平成２３年度東濃西部少年センター事業特別会計補正予算（第１号） 

第 ７ 議第 ５ 号 

 

平成２３年度東濃地域医師確保奨学資金等貸付事業特別会計補正予算 

（第１号） 

第 ８ 議第 ６ 号 平成２４年度東濃西部広域行政事務組合一般会計予算 

第 ９ 議第 ７ 号 平成２４年度東濃西部ふるさと活性化基金特別会計予算 

第１０ 議第 ８ 号 平成２４年度東濃看護専門学校事業特別会計予算 

第１１ 議第 ９ 号 平成２４年度東濃西部少年センター事業特別会計予算 

第１２ 議第１０号 平成２４年度東濃地域医師確保奨学資金等貸付事業特別会計予算 
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午後１時３５分開会 

 

議 長（楓 博元）まず始めに、１番、若尾靖男君から欠席する旨の届出がありましたので、

ご報告いたします。 

これより平成２４年第１回東濃西部広域行政事務組合議会定例会を開会いたします。直ち

に本日の会議を開きます。 

議 長（楓 博元）次に管理者に挨拶を求めた。 

管 理 者（多治見市長 古川 雅典）平成２４年第１回東濃西部広域行政事務組合議会定例会を招

集いたしましたところ、議員の皆様方にはご多用の中、ご出席をいただきまして、厚く御礼

申し上げます。さて、本定例会には、平成２３年度補正予算５件、平成２４年度予算５件を

上程させていただいております。平成２３年度補正予算につきましては、総額約１千７６９

万円の減額補正でございます。平成２４年度当初予算につきましては、総額約３億２千３９

３万円でございます。医師不足の解消のため、東濃５市で実施しております医師確保奨学資

金等貸付事業につきましては、各市からの要望に基づき、来年度も奨学生の募集を行うこと

といたしております。平成２４年度からの新しい事業といたしましては、巡回型の消費生活

相談事業を開始いたします。これは広域組合で採用した専門資格を有する消費生活相談員が

各市の窓口で消費生活相談を行うものであります。 

詳細につきましては事務局より説明いたしますので、よろしくご審議を頂きますようお願

い申し上げます。 

議 長（楓 博元）日程第１、会議録署名議員の指名を行う旨を述べ、署名議員として２番、

石田浩司君、３番、松浦利実君の両君を指名した。 

議 長（楓 博元）日程第２、会期の決定を議題とし、会期は本日一日と定めたい旨を諮った。 

（ 全 員 異 議 な し ）             

議 長（楓 博元）全員異議がないので、本定例議会の会期は本日一日と決まった旨を述べた。 

議 長（楓 博元）次に日程第３、議第１号「平成２３年度東濃西部広域行政事務組合一般会

計補正予算（第１号）」から、日程第７、議第５号「平成２３年度東濃地域医師確保奨学資金

等貸付事業特別会計補正予算（第１号）」までを一括議題とし、提案理由の説明を事務局に求

めた。 

事務局長（柚木﨑 宏）それでは３号冊、補正予算書１ページをご覧ください。議第１号「平成

２３年度東濃西部広域行政事務組合一般会計補正予算（第１号）」でございますが、歳入歳

出予算の総額から１０６万３千円を減額し、予算の総額を３，９６６万１千円とするもので

す。 

５ページをお願いします。歳入の内訳でございます。分担金及び負担金は、組合負担金を

１４６万９千円減額するものです。使用料及び手数料は、衛生手数料の６５万５千円の減額

です。畜犬登録手数料及び注射済票交付手数料の減額で、それぞれ見込み件数の減少による

ものです。繰越金は１０６万１千円の増額で、平成２２年度からの繰越額の確定によるもの

です。 

６ページをお願いします。歳出の内訳でございます。総務費の一般管理費で４０万８千円

の減額です。給料、職員手当、共済費等の人件費は合わせて３０万４千円の増額です。人事

院勧告に基づく給与改定及び職員の異動、共済費負担金の増に伴うものでございます。需用

費は７１万２千円の減額です。組合例規集の加除印刷費が少なく済んだため、不用額を減額

するものです。 

衛生費は環境衛生費で６５万５千円の減額です。負担金・補助及び交付金は、各市への交

付金の額を、手数料収入の減額分に応じて、６５万５千円減額するものです。 

 なお、７ページ及び８ページは給与費明細書でございます。 
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 次に９ページをご覧ください。議第２号「平成２３年度東濃西部ふるさと活性化基金特別

会計補正予算（第２号）」です。歳入歳出予算の総額を５５万４千円増額し、予算の総額を

２，８２５万９千円とするものです。 

１３ページをご覧ください。歳入の内訳でございます。繰越金は５５万４千円の増額で、

平成２２年度からの繰越額の確定によるものです。 

１４ページをご覧ください。歳出の内訳でございます。総務費のふるさと振興費は、負担

金補助及び交付金１００万円の増額です。陶技学園の設立５０周年記念事業への補助金に充

てるものです。積立金は２７万８千円の増額で基金に繰り入れるものです。 

商工費の産業観光振興事業費は、委託料７２万４千円の減額です。これは圏域内各市に設

置しています広域観光看板の設置委託料の入札差金を減額するものです。 

 次に１５ページをご覧ください。議第３号「平成２３年度東濃看護専門学校事業特別会計

補正予算（第１号）」です。歳入歳出予算の総額から１１８万３千円を減額し、予算の総額

を１億３，２７７万３千円とするものです。 

１９ページをご覧ください。歳入の内訳でございます。分担金及び負担金は組合負担金で

９８万円の増額で、運営費負担金の増額です。使用料及び手数料は、衛生使用料で１５０万

円の減額です。学生数の減による授業料の減額です。諸収入は、雑入で３７万５千円の減額

です。学生数の減により教材実習費及び施設整備協力金を減額するものです。繰入金は財政

調整基金繰入金で２８万８千円の減額です。公用車購入に充てるため財政調整基金を取り崩

すものですが、契約金額の確定に伴う減額です。 

２０ページをご覧ください。歳出の内訳でございます。衛生費の看護学校運営費で１１８

万３千円の減額です。給料、職員手当等、共済費は、給与改定、職員の産休等による人件費

関係の整理です。備品購入費は２８万５千円の減額です。事務局用パソコン及び公用車購入

の入札差金を減額するものです。負担金・補助及び交付金の３０万円の減額は、実習施設へ

の負担金減額で、学生数の減に伴い実習経費を減額するものです。なお、２１ページ、２２

ページは給与費明細書でございます。 

 次に２３ページをご覧ください。議第４号「平成２３年度東濃西部少年センター事業特別

会計補正予算（第１号）」です。補正額はありません。 

２７ページの歳入の内訳をご覧ください。繰越金について、額の確定に伴い４７万２千円

を増額し、分担金及び負担金で、同額を減額するものです。２８ページの歳出ですが、歳入

の増減に伴う財源内訳の変更でございます。 

 次に２９ページをご覧ください。議第５号「平成２３年度東濃地域医師確保奨学資金等貸

付事業特別会計補正予算（第１号）」です。歳入歳出予算をそれぞれ１，６００万円減額し、

歳入歳出予算の総額をそれぞれ１億３，６０７万６千円とするものです。 

 ３３ページをご覧ください。歳入の内訳でございます。組合負担金で１，０００万円の減

額です。当初予算では新規の貸付者を５人分計上していましたが、３人と決定したため、２

人分の負担金を減額するものです。繰入金は基金繰入金を６００万円減額するものです。こ

れは貸付金に充てるために基金から取り崩すものですが、負担金同様、２人名分の貸付金６

００万円を減額するものです。 

３４ページをご覧ください。歳出の内訳でございます。貸付金を６００万円減額します。

歳入の繰入金に対応しており、２人分を減額するものです。積立金の１，０００万円の減額

も同様に２人分を減額するものです。２号冊、説明資料２ページをご覧ください。今回の被

貸付者３名の一覧です。１年生３名で、男性２名、女性１名です。３ページは出身地別、学

年別、男女別の応募決定状況、４ページは各年度の貸付額となっています。 

なお３５、３６ページは、今回の補正に伴います各市負担金の内訳でございます。 

補正予算の説明は、以上です。 
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議  長（楓 博元）これより質疑を行う旨を述べ、議第１号「平成２３年度東濃西部広域行政

事務組合一般会計補正予算（第１号）」について質疑を募った。 

５    番（大島 正弘）議長。 

議    長（楓 博元）５番、大島正弘君。 

５    番（大島 正弘）３号冊５ページ、２款、畜犬登録にかかる手数料について６５万５千円

減額され、新年度予算では６５万５千円を減額した額となっておりますが、畜犬登録事務に

関する手数料は年々減っていく見込みでしょうか。 

事務局長（柚木﨑 宏）議長。 

議    長（楓 博元）事務局長、柚木﨑宏君。 

事務局長（柚木﨑 宏）ここ数年の間、畜犬登録手数料も注射済票交付手数料も若干の減少傾向

にあります。新年度予算は前年度の実績を基に計上しております。 

議  長（楓 博元）他に質疑がないか募った。 

 （ 質 疑 な し ）              

議  長（楓 博元）次に議第２号「平成２３年度東濃西部ふるさと活性化基金特別会計補正予

算（第２号）」について質疑を募った。 

（ 質 疑 な し ）             

議  長（楓 博元）次に議第３号「平成２３年度東濃看護専門学校事業特別会計補正予算（第

１号）」について質疑を募った。 

（ 質 疑 な し ）             

議  長（楓 博元）次に議第４号「平成２３年度東濃西部少年センター事業特別会計補正予算

（第１号）」について質疑を募った。 

（ 質 疑 な し ）             

議  長（楓 博元）次に議第５号「平成２３年度東濃地域医師確保奨学資金等貸付事業特別会

計補正予算（第１号）」について質疑を募った。 

（ 質 疑 な し ）             

議  長（楓 博元）以上で質疑を終結する旨を述べ、続いて討論を行う旨を述べた。 

（ 討 論 な し ）             

議  長（楓 博元）以上で討論を終結する旨を述べ、採決に入った。議第１号「平成２３年度

東濃西部広域行政事務組合一般会計補正予算（第１号）」については、原案通り可決するこ

とに異議ないか諮った。 

（ 全 員 異 議 な し ）             

議  長（楓 博元）全員異議がないので、本案は可決することに決した旨を述べた。 

議  長（楓 博元）次に議第２号「平成２３年度東濃西部ふるさと活性化基金特別会計補正予

算（第２号）」については、原案通り可決することに異議ないか諮った。 

（ 全 員 異 議 な し ）             

議  長（楓 博元）全員異議がないので、本案は可決することに決した旨を述べた。 

議  長（楓 博元）次に議第３号「平成２３年度東濃看護専門学校事業特別会計補正予算（第

１号）」については、原案通り可決することに異議ないか諮った。 

（ 全 員 異 議 な し ）             

議  長（楓 博元）全員異議がないので、本案は可決することに決した旨を述べた。 

議  長（楓 博元）次に議第４号「平成２３年度東濃西部少年センター事業特別会計補正予算

（第１号）」については、原案通り可決することに異議ないか諮った。 

（ 全 員 異 議 な し ）             

議  長（楓 博元）全員異議がないので、本案は可決することに決した旨を述べた。 

議  長（楓 博元）次に議第５号「平成２３年度東濃地域医師確保奨学資金等貸付事業特別会
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計補正予算（第１号）」については、原案通り可決することに異議ないか諮った。 

（ 全 員 異 議 な し ）             

議  長（楓 博元）全員異議がないので、本案は可決することに決した旨を述べた。 

議  長（楓 博元）次に日程第８、議第６号「平成２４年度東濃西部広域行政事務組合一般会

計予算」から日程第１２、議第１０号「平成２４年度東濃地域医師確保奨学資金等貸付事業

特別会計予算」までを一括議題とし、提案理由の説明を事務局に求めた。 

事務局長（柚木﨑 宏）それでは新年度予算ですが、まず２号冊、議案説明資料５ページ、平成２

４年度予算総括集計表をご覧願います。平成２４年度予算は５つの会計となります。総額は

３億２，３９３万９千円で、前年度と比較して３，６３３万６千円の減額です。減額の主な

要因は、医師確保奨学資金等貸付事業特別会計の過年度に貸付決定した奨学生の負担金及び

貸付金が減額したことによります。 

次に４号冊平成２４年度予算書の５３ページの負担金総括表をご覧ください。負担金総額

は１億８，６１４万１千円で、前年度と比べて２，９６３万６千円の減額となっております。 

それでは、会計ごとにご説明いたします。 

４号冊、予算書の１ページをご覧ください。議第６号「平成２４年度東濃西部広域行政事

務組合一般会計予算」です。予算の総額は４，０３３万２千円でございます。 

５ページをご覧ください。歳入の内訳でございます。分担金及び負担金の組合負担金は２，

９７５万１千円です。使用料及び手数料の衛生手数料は９５５万３千円で、畜犬登録手数料

及び注射済票交付手数料です。繰越金は１００万円、諸収入の雑入は２万８千円です。 

６ページをご覧ください。歳出の内訳でございます。議会費は１４万円です。総務費の一

般管理費は２，９６３万９千円です。主な内容は、報酬の嘱託員報酬は、事務局の事務嘱託

員１人分です。給料等の人件費関係は職員３人分で、その他は事務局の事務経費でございま

す。８ページをご覧ください。衛生費の９５５万３千円は、犬の登録、狂犬病予防注射の事

務費です。主な内容は、報酬が事務嘱託員１名分です。役務費９７万５千円は、注射案内は

がき等の郵送費、負担金・補助及び交付金５２５万８千円は、各市における集合注射実施の

ための事務経費交付金です。予備費は１００万円です。なお、９ページから１１ページは給

与費明細書でございます。 

次に１３ページをご覧ください。議第７号「平成２４年度東濃西部ふるさと活性化基金特

別会計予算」でございます。予算の総額は２，２８９万４千円でございます。 

１７ページをご覧ください。歳入の内訳でございます。県補助金は３１３万６千円で、岐

阜県消費者行政活性化基金事業費補助金です。財産収入の基金運用収入は１，９６５万円で、

１０億円の基金運用益等です。繰越金は１０万円、雑入は８千円です。 

１８ページをご覧ください。歳出の内訳でございます。総務費のふるさと振興費は１，０

２５万円です。需用費の８０万５千円は主に印刷製本費で、広域だよりの年２回発行、委託

料の１６８万５千円は３市職員を対象とした研修事業費、負担金・補助及び交付金の３００

万円は各市の地域活性化事業に対する補助を行うものです。積立金の４７３万５千円は、新

規事業等、将来への支出に向けて積み立てておくものです。 

総務費の消費生活相談事業費は３９５万９千円です。これは平成２４年度から開始する巡

回型の消費生活相談に係る事業費です。各市へ広域組合から専門相談員を派遣し、消費生活

相談窓口の充実を図るものです。報酬、共済費は、嘱託職員として採用する専門相談員１人

分です。需用費の６７万円は書籍の購入や啓発リーフレット等の作成費用です。備品購入費

の１５２万７千円は巡回に使用する公用車及び事務に必要なノートパソコンの購入費用です。 

１９ページをご覧ください。商工費の産業観光振興費は８６８万５千円です。需用費の２

５８万３千円は、広域観光パンフレットの増刷分です。役務費の４３７万７千円は、東濃西

部地域の観光情報番組をテレビ・ラジオで制作、放送するものです。委託料の１６６万７千
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円は広域観光テーマルート看板を設置するための費用で、各市２か所、合計６か所を予定し

ております。なお、２０ページは給与費明細書です。 

次に２１ページをご覧ください。議第８号「平成２４年度東濃看護専門学校事業特別会計

予算」でございます。予算の総額は１億３，４３２万７千円です。 

２６ページをご覧ください。歳入の内訳でございます。分担金及び負担金の組合負担金は

８，８３５万５千円で、運営費負担金及び施設費負担金です。使用料及び手数料の衛生使用

料は３，２６８万円で、授業料及び入学金等の収入です。財産収入は財政調整基金の利子収

入で２万５千円です。 

２７ページをご覧ください。繰入金は１７０万１千円で、施設工事費用及び教材用備品購

入費用に充てるため財政調整基金から繰り入れるものです。繰越金は１００万円です。諸収

入中、雑入は１，０５８万６千円です。教材実習費は全学生から、施設整備協力金は住所地

が圏域外の学生から徴収しております。 

２８ページをご覧ください。歳出の内訳でございます。衛生費の看護学校運営費は１億７

０２万３千円です。報酬の嘱託員報酬は事務長及び事務職員の２人分です。給料、職員手当、

共済費は、職員１０人分の人件費です。需用費以降は事務所経費でございます。 

３０ページをご覧ください。工事請負費の１２６万円は、３階西側にありますガス給湯器

取替工事を行うものです。備品購入費の９８万９千円は、老朽化した職員用パソコン４台を

更新するものと、教材用備品として実習用シミュレータ人形と人形収納ケース、パソコン室

プリンターを購入するものです。３１ページ公債費ですが、元金償還２，４４６万７千円、

利子償還１８３万７千円です。予備費は１００万円です。 

なお、３２ページから３４ページまでは給与費明細書、３５ページは地方債の年度末現在

高見込み調書でございます。 

次に３７ページをご覧ください。議第９号「平成２４年度東濃西部少年センター事業特別

会計予算」です。予算の総額は１，３７８万２千円でございます。 

４１ページをご覧ください。歳入の内訳でございます。分担金及び負担金で、組合負担金

は１，３６５万５千円です。繰越金は１０万円、諸収入の雑入は２万７千円です。 

４２ページをご覧ください。歳出の内訳でございます。教育費の青少年健全育成推進費は

１，３６８万２千円です。主な内容として、報酬の７１４万５千円は少年センターの嘱託職

員３名分の報酬等です。旅費の２７２万２千円は、主に少年指導員の街頭指導等に係る費用

弁償で、１回あたり１千円分を計上しております。需用費の１６０万７千円は圏域内の小学

生から高校生までに配布する相談連絡先が入ったクリアホルダーや街頭啓発用ティッシュの

作成費用等でございます。 

４３ページをご覧ください。負担金・補助及び交付金の交付金２３万円は、３市の地区指

導部の活動費交付金でございます。予備費は１０万円です。なお、４４ページは給与費明細

書でございます。 

次に４５ページをご覧ください。議第１０号「平成２４年度東濃地域医師確保奨学資金等

貸付事業特別会計予算」です。予算の総額は１億１，２６０万４千円です。 

第２条の債務負担行為については、４７ページをご覧ください。平成２４年度の奨学生の

新規募集につきまして、各市の意向を確認しましたところ、多治見市を除く４市から希望が

ございましたので、新年度も募集を行なうこととし、債務負担行為の期間を平成２５年度か

ら平成２９年度まで、限度額は１人につき５年間を限度として月額２０万円としております。 

５０ページをご覧ください。歳入の内訳でございます。分担金及び負担金の組合負担金は

５，４４０万円で、過年度決定者負担分と２４年度の新規奨学生分として１人当たり５００

万円で４市、４人分を計上しています。財産収入の基金運用収入は２０万４千円で、定期預

金の利子収入です。繰入金は５，８００万円で奨学生への貸付金及び事務費分を基金から繰
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り入れるものです。 

５１ページをご覧ください。歳出の内訳でございます。衛生費の医師確保対策費は、１億

１，２６０万４千円です。貸付金は５，７６０万円で、平成２０年度に決定した奨学生４名

分、平成２１年度決定奨学生５名分、平成２２年度決定者５名分、平成２３年度決定者３名

分、平成２４年度新規決定予定者４人を計上しております。積立金は５，４６０万４千円で、

各市からの負担金と基金利子を基金に積み立てるものです。５２ページは、債務負担行為の

調書でございます。 

平成２４年度予算の説明は以上です。 

議  長（楓 博元）これより質疑を行う旨を述べ、議第６号「平成２４年度東濃西部広域行政

事務組合一般会計予算」について質疑を募った。 

（ 質 疑 な し ）             

議  長（楓 博元）次に、議第７号「平成２４年度東濃西部ふるさと活性化基金特別会計予算」

について質疑を募った。 

４    番（成重 隆志）議長。 

議    長（楓 博元）４番、成重隆志君。 

４    番（成重 隆志）４号冊１８ページ、消費生活相談費は新設とのことですが、事業はいつ

まで続ける予定でしょうか。 

事務局長（柚木﨑 宏）議長。 

議    長（楓 博元）事務局長、柚木﨑宏君。 

事務局長（柚木﨑 宏）まずは巡回型で数年間実施し、その間に需要を見極め、次のステップへ

進んでいくのか等、検討する材料とするよう考えております。 

４    番（成重 隆志）議長。 

議    長（楓 博元）４番、成重隆志君。 

４    番（成重 隆志）ただ今の説明により、特別会計になっているということでよろしいです

か。通常なら一般会計で扱ってもよい事業なのではないかと考えますがいかがかでしょうか。 

事務局長（柚木﨑 宏）議長。 

議    長（楓 博元）事務局長、柚木﨑宏君。 

事務局長（柚木﨑 宏）東濃西部ふるさと活性化基金の運用益は、広域組合で新たに実施する事

業の準備等に関する経費に充てることができるという規定を設けてございます。巡回相談に

ついては準備段階と捉え、基金運用益を活用させていただき、その後、会計を独立させるか

否かは検討を重ねた上、３市で協議していきたいと思います。 

５    番（大島 正弘）議長。 

議    長（楓 博元）５番、大島正弘君。 

５    番（大島 正弘）瑞浪市と土岐市が週１日、多治見市が週２日で巡回相談を行う予定だと

聞いておりますが、地元の窓口では顔を知られており相談しにくいという事例が多々あるよ

うに思います。例えば瑞浪市民でも時間の都合さえつけば、多治見市や土岐市の相談窓口を

利用できるよう便宜を図っていただき、その旨を３市の市民に周知いただくことが必要では

ないでしょうか。１１節、需用費の印刷製本費の中で、しっかり周知していただけるものか

お尋ねします。 

事務局長（柚木﨑 宏）議長。 

議    長（楓 博元）事務局長、柚木﨑宏君。 

事務局長（柚木﨑 宏）まずは住所地の市窓口に申し込みをしていただき、特別な事情がある場

合は３市が連携を取り、充分な対応ができるよう予定しております。事業の周知については、

広域組合の事業だけではなく、県の窓口等も併せて紹介する等、選択肢が広がるような周知

に努めたいと考えております。 
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５    番（大島 正弘）議長。 

議    長（楓 博元）５番、大島正弘君。 

５    番（大島 正弘）嘱託員という身分で相談業務に当たるということですが、専門性が必要

な職務であり、しっかり腰を据えて相談を受けていただくためにも、正規職員を雇用するつ

もりはあるのでしょうか。 

事務局長（柚木﨑 宏）議長。 

議    長（楓 博元）事務局長、柚木﨑宏君。 

事務局長（柚木﨑 宏）岐阜市の県民ふれあい会館内にある県の消費生活センターでは、専門相

談員全員が嘱託として採用され、相談業務にあたっているとのことです。広域組合でもまず

は嘱託職員という立場で採用を行い、需要を確認しながら事業を進めていくことを予定して

おり、当面のところ正規職員の雇用は考えておりません。 

５    番（大島 正弘）議長。 

議    長（楓 博元）５番、大島正弘君。 

５    番（大島 正弘）１節の報酬について、専門性が必要な職務に対して報酬が低いように感

じますが、引き受ける人はあるのでしょうか。 

事務局長（柚木﨑 宏）議長。 

議    長（楓 博元）事務局長、柚木﨑宏君。 

事務局長（柚木﨑 宏）月額は県の消費生活相談員等の報酬額を参考にしながら、広域組合の事

務嘱託員と同程度の金額を設定したものです。他と比べ極端に低いということはないと考え

ます。 

５    番（大島 正弘）議長。 

議    長（楓 博元）５番、大島正弘君。 

５    番（大島 正弘）取得が困難な専門資格を持つ人を採用し、相談業務に当たっていただく

と聞いております。専門性の高い相談員の報酬額が、事務の嘱託職員と同程度という認識で

よろしいのでしょうか。 

事務局長（柚木﨑 宏）議長。 

議    長（楓 博元）事務局長、柚木﨑宏君。 

事務局長（柚木﨑 宏）新規事業ということもあり、県の相談員の報酬額を参考に設定しており

ます。ご指摘のとおり業務に対して報酬が少ないという実情が出てきたら変更を検討します

が、まずはこの額で実施したいと考えてます。 

５    番（大島 正弘）議長。 

議    長（楓 博元）５番、大島正弘君。 

５    番（大島 正弘）分かりました。 

４    番（成重 隆志）議長。 

議    長（楓 博元）４番、成重隆志君。 

４    番（成重 隆志）先ほどの大島議員の質問に関連して、例えば瑞浪市民が多治見市で相談

をするということについて、まずは地元で云々と言われたが、せっかく事業を行うのであれ

ば最初から枠を広げていただきたい。やはり地元の窓口に行くと顔見知りが多く、なかなか

細かいところまで相談が出来ないものです。多治見市は多治見市民だけ、土岐市は土岐市民

だけということであれば、各市が実施すればよいことであって、広域で実施する意味がない

でしょう。３市のどこの窓口でもよいので相談に来てくださいと言うぐらいの度量がなけれ

ば広域で行う意味がない。初めての試みであるからこそ、最初が肝心であると思い、きつい

ことを言いますが、広域で行うのなら、そういう考えを持って、もう一度、検討していただ

ければ非常にありがたいと思います。局長、一言、お願いします。 

事務局長（柚木﨑 宏）議長。 
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議    長（楓 博元）事務局長、柚木﨑宏君。 

事務局長（柚木﨑 宏）受付方法等は担当者会議で詰めてきましたが、今後、より柔軟に対応出

来るよう検討を行います。 

４    番（成重 隆志）議長。 

議    長（楓 博元）４番、成重隆志君。 

４    番（成重 隆志）ありがとうございました。以上です。 

議  長（楓 博元）他に質疑がないか募った。 

（ 質 疑 な し ）             

議  長（楓 博元）次に、議第８号「平成２４年度東濃看護専門学校事業特別会計予算」につ

いて質疑を募った。 

（ 質 疑 な し ）             

議  長（楓 博元）次に、議第９号「平成２４年度東濃西部少年センター事業特別会計予算」

について質疑を募った。 

（ 質 疑 な し ）             

議  長（楓 博元）次に、議第１０号「平成２４年度東濃地域医師確保奨学資金等貸付事業特

別会計予算」について質疑を募った。 

（ 質 疑 な し ）             

議  長（楓 博元）以上で質疑を終結する旨を述べ、続いて討論を行う旨を述べた。 

（ 討 論 な し ）             

議  長（楓 博元）以上で討論を終結する旨を述べ、採決に入った。議第６号「平成２４年度

東濃西部広域行政事務組合一般会計予算」を原案通り可決することに異議ないか諮った。 

（ 全 員 異 議 な し ）             

議  長（楓 博元）全員異議がないので、本案は可決することに決した旨を述べた。 

議  長（楓 博元）次に議第７号「平成２４年度東濃西部ふるさと活性化基金特別会計予算」

については、原案通り可決することに異議ないか諮った。 

（ 全 員 異 議 な し ）             

議  長（楓 博元）全員異議がないので、本案は可決することに決した旨を述べた。 

議  長（楓 博元）次に議第８号「平成２４年度東濃看護専門学校事業特別会計予算」につい

ては、原案通り可決することに異議ないか諮った。 

（ 全 員 異 議 な し ）             

議  長（楓 博元）全員異議がないので、本案は可決することに決した旨を述べた。 

議  長（楓 博元）次に議第９号「平成２４年度東濃西部少年センター事業特別会計予算」に

ついては、原案通り可決することに異議ないか諮った。 

（ 全 員 異 議 な し ）             

議  長（楓 博元）全員異議がないので、本案は可決することに決した旨を述べた。 

議  長（楓 博元）次に議第１０号「平成２４年度東濃地域医師確保奨学資金等貸付事業特別

会計予算」については、原案通り可決することに異議ないか諮った。 

（ 全 員 異 議 な し ）             

議  長（楓 博元）全員異議がないので、本案は可決することに決した旨を述べた。 

議  長（楓 博元）以上をもって、本定例会に付議された事件はすべて議了したので、平成２

４年第１回東濃西部広域行政事務組合議会定例会を閉会する旨を宣言した。 

 

 

午後２時２５分閉会 
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地方自治法第１２３条第２項の規定により、ここに署名する。 

 

 

議  長   楓 博元 

 

 

           署名議員   石田 浩司 

 

 

           署名議員   松浦 利実 

 

 

 


